
















【区分】　　レベル１－レベル２ 様式３

技術の名称 ボトルユニット

開発会社名 前田工繊株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【KT-000028-V】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 関東地方整備局　関東技術事務所

分類 〔レベル１：河川海岸〕、〔レベル２：袋詰玉石工〕、〔レベル３：　　　〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 根固め工、護床工、洗掘防止工、間詰め工、仮設道路の基礎工

技術名称 ふとんかご工

選定理由 護岸や橋脚の根固め工において、一般的に採用実績が多く、汎用的であるので、従来技術として、鉄線を用いたふとんかご工を選定した。

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位数量当たり 852,660円/100m2 498,460円/100m2 41.54％向上

ランニングコスト 対象外 － － －

その他 - － － －

トータルコスト 合計 852,660円/100m2 498,460円/100m2 41.54％向上

備考

中 小 ①現行基準値等
②申請技術について実証により
確認した数値等

③従来技術との比較＜結果＞

構造 網地の安全性 吊り上げ吊り降ろしを10回程度
行っても破損しないこと

吊り上げ吊り降ろしを10回以上
行っても破損しないことを確認し
た

従来技術も破損しないので同等

施工段階
※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

作業員に対する事故等の発生 ｢土木工事安全施工技術指針｣の
｢第1章総則、第2章安全措置一
般｣による

繊維材料であるためしなやかで、
端部などで人体に傷を付ける事
がない。

繊維材料であるためしなやかで、
端部などで人体に傷を付ける事
がないため、安全性が向上。

物性 網地の強度 下記の引張強さを有すること
1t、2t用：400N以上
3t、4t用：500N以上

十分な引張強さを有することを確
認した
1t用：平均558N
2t用：平均554N
3t用：平均780N
4t用：平均771N

従来技術も引張に対して十分な
強度を有しているため同等

形状 袋体の保持 高さ5mから2回程度落下させても
中詰め材が、袋材から抜け出す
ような破断がおこらないこと

高さ5mから2回落下させても中詰
め材が、袋材から抜け出すような
破断がおこらないことを確認した －

耐候性 7500時間照射後、下記の引張強
さを有すること
1t、2t用：200N以上
3t、4t用：250N以上

7500時間照射後においても十分
な引張強さを有することを確認し
た
1t、2t用：317N
3t、4t用：492N

－

耐薬品性 5種類の試験薬品に1000時間浸
漬後、下記の引張強さを有するこ
と
1t、2t用：200N以上
3t、4t用：250N以上

5種類の試験薬品に1000時間浸
漬後においても十分な引張強さを
有することを確認した
1t、2t用：平均519.6N
3t、4t用：平均743.4N

薬品に対して高い耐久性を有して
いるため向上

耐腐植土性 腐植土中に9ヶ月埋設後、下記の
引張強さを有すること
1t、2t用：200N以上
3t、4t用：250N以上

腐植土中に9ヶ月埋設後において
も、十分な引張強さを有すること
を確認した
1ｔ、2ｔ用：455N
3ｔ、4ｔ用：616N

腐植土に対して高い耐久性を有
しているため向上

耐燃焼性 中詰め材量を充填した状態で、網
地の燃焼が広がらず、人体に有
害なガスを発生しないこと

中詰め材量を充填した状態で、網
地は燃焼部分以上に延焼せず、
人体に有害なガスも発生しないこ
とを確認した

従来技術と同等

材料 均質性 20000袋当たり1回の引張り試験
を行い、性能を担保する品質の均
質性を確保していること

20000袋当たり1回の引張り試験
を行い、性能を担保する品質の均
質性を確保していることを確認し
た

－

施工 使用機械 バックホウおよび必要に応じてラ
フテレーンクレーンを使用して施
工すること

バックホウおよびラフテレーンク
レーンを使用して施工出来ること
を確認した

従来技術も同様の機械を使用し
ているため同等

完成物 外観 各寸法が下記のようになること
1ｔ用：投入口幅2500mm　長さ
1500mm
2ｔ用：投入口幅2800mm　長さ
2100mm
3ｔ用：投入口幅3400mm　長さ
2200mm
４ｔ用：投入口幅3400mm　長さ
2600mm

各寸法が下記のようになることを
確認した
1ｔ用：投入口幅2500mm　長さ
1500mm
2ｔ用：投入口幅2800mm　長さ
2100mm
3ｔ用：投入口幅3400mm　長さ
2200mm
４ｔ用：投入口幅3400mm　長さ
2600mm

－

合理化 工程
－

0.64日/100m2 2.42日/100m2 73.55％短縮

現場条件 作業スペース 20㎡施工の場合、約200m2の作
業スペースが必要である

20㎡施工の場合、約200m2の作
業スペースがあれば施工可能で
あることを確認した

必要に応じてラフテレーンクレー
ンを使用するため、広範囲の作業
スペースが必要となり従来技術よ
り低下

適用範囲 適用範囲 水中施工も可能であること 水中施工治具を用いることで水中
施工が可能であることを確認した

従来技術は水中施工は不可のた
め向上

自然条件 酸性箇所 酸性箇所においても設置可能で
あること

酸性箇所においても設置可能で
あることを確認した

従来技術は酸性箇所への設置は
不可のため向上

施工管理 － － － －

難易度 － － － －

網地素材 再生ポリエステル繊維を使用する
こと

再生ポリエステル繊維を使用して
いることを確認した －

生態系への影響 生態系を阻害するような有害物質
の溶出がないこと

生態系を阻害するような有害物質
が溶出しないことを確認した

従来技術と同等

作業員環境 － － － －

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有（　建設技術審査証明報告書　袋型根固め工法用袋材　｢ボトルユニット｣　）、河川災害復旧護岸工法技術指針（案）

積算基準等 有（　国土交通省土木工事積算基準　袋詰玉石工　　）

施工管理基準等 有（　建設技術審査証明報告書　袋型根固め工法用袋材　｢ボトルユニット｣　付－１．使用マニュアル　　）

その他

能力

社会環境

比較対象とする従来技術

その他

評価項目

評価項目

申請者記入欄

大

経済性

申請者記入欄

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全性
等は含まない。

耐久性

品質・出来形

施工性

周辺環境への影響

その他
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